
(57)【要約】

【課題】超音波探触子の温度が過度に上昇することを防

止する。

【解決手段】超音波探触子保持装置１００は、超音波探

触子１１を保持するための超音波探触子保持部１０１と

、冷却水が循環しうる冷却水循環チューブ１０２と、超

音波診断装置から供給された電力で循環水を循環させる

冷却水循環ポンプ１０３と、冷却水が持つ熱を放熱する

放熱フィン１０４とを具備する。

【効果】例えば１０分間動作させる毎に超音波探触子１

１を超音波探触子保持装置１００に１分間戻す、といっ

た使い方をすることにより、超音波探触子１１の温度が

過度に上昇するのを防止することが出来る。

【選択図】　　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
超 音 波 診 断 装 置 本 体 に 接 続 さ れ た 超 音 波 探 触 子 を 保 持 す る た め の 超 音 波 探 触 子 保 持 手 段 と
、 前 記 超 音 波 探 触 子 保 持 部 に 保 持 さ れ た 超 音 波 探 触 子 を 強 制 冷 却 す る 強 制 冷 却 手 段 と を 具
備 し た こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 探 触 子 保 持 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
温 度 セ ン サ を 内 蔵 し た 超 音 波 探 触 子 と 、 請 求 項 １ に 記 載 の 超 音 波 探 触 子 保 持 装 置 と 、 前 記
温 度 セ ン サ で 検 知 し た 温 度 が 所 定 値 を 越 え た と き に 警 報 を 出 力 す る 温 度 警 報 手 段 を 内 蔵 し
た 超 音 波 診 断 装 置 本 体 と を 具 備 し た こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 診 断 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 超 音 波 探 触 子 保 持 装 置 お よ び 超 音 波 診 断 装 置 に 関 し 、 さ ら に 詳 し く は 、 超 音 波
探 触 子 の 温 度 が 過 度 に 上 昇 す る の を 防 止 す る こ と が 出 来 る 超 音 波 探 触 子 保 持 装 置 お よ び 超
音 波 診 断 装 置 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
超 音 波 探 触 子 は 、 動 作 中 に 熱 を 持 つ 。 こ の た め 、 超 音 波 探 触 子 に 冷 媒 を 流 し て 冷 却 す る 従
来 技 術 が 知 ら れ て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 。 ） 。 ま た 、 超 音 波 探 触 子 の ケ ー ブ ル を
冷 却 す る こ と に よ り 熱 を 逃 が す 従 来 技 術 が 知 ら れ て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 ２ 参 照 。 ） 。
他 方 、 超 音 波 診 断 装 置 に 接 続 さ れ た 超 音 波 探 触 子 を 保 持 す る た め の 超 音 波 探 触 子 保 持 装 置
が 知 ら れ て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 ３ 参 照 。 ） 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 開 ２ ０ ０ ３ － ３ ８ ４ ８ ５ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】
特 開 ２ ０ ０ ２ － ２ ９ １ ７ ３ ７ 号 公 報
【 特 許 文 献 ３ 】
特 開 ２ ０ ０ ０ － ９ ３ ４ ２ ８ 号 公 報
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
超 音 波 探 触 子 に 冷 媒 を 流 し て 冷 却 す る 従 来 技 術 は 、 超 音 波 探 触 子 を 特 殊 構 造 に す る 必 要 が
あ る た め 、 広 く 普 及 し て い る 一 般 的 な 構 造 の 超 音 波 探 触 子 に 対 し て 適 用 で き な い 問 題 点 が
あ る 。
ま た 、 超 音 波 探 触 子 の ケ ー ブ ル を 冷 却 す る 従 来 技 術 は 、 超 音 波 探 触 子 か ら 離 れ た 箇 所 を 冷
却 す る た め 、 冷 却 効 率 が 低 い 問 題 点 が あ る 。
他 方 、 従 来 の 超 音 波 探 触 子 保 持 装 置 に 保 持 さ れ た 超 音 波 探 触 子 は 自 然 放 熱 す る が 、 自 然 放
熱 で は 超 音 波 探 触 子 を 十 分 に 冷 却 で き な い 問 題 点 が あ る 。
そ こ で 、 本 発 明 の 目 的 は 、 広 く 普 及 し て い る 一 般 的 な 構 造 の 超 音 波 探 触 子 で も 十 分 に 冷 却
で き 、 超 音 波 探 触 子 の 温 度 が 過 度 に 上 昇 す る の を 防 止 す る こ と が 出 来 る 超 音 波 探 触 子 保 持
装 置 お よ び 超 音 波 診 断 装 置 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
第 １ の 観 点 で は 、 本 発 明 は 、 超 音 波 診 断 装 置 本 体 に 接 続 さ れ た 超 音 波 探 触 子 を 保 持 す る た
め の 超 音 波 探 触 子 保 持 手 段 と 、 前 記 超 音 波 探 触 子 保 持 部 に 保 持 さ れ た 超 音 波 探 触 子 を 強 制
冷 却 す る 強 制 冷 却 手 段 と を 具 備 し た こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 探 触 子 保 持 装 置 を 提 供 す る 。
上 記 第 １ の 観 点 に よ る 超 音 波 探 触 子 保 持 装 置 で は 、 超 音 波 探 触 子 を 強 制 冷 却 す る 強 制 冷 却
手 段 を 備 え る た め 、 超 音 波 探 触 子 を 十 分 に 冷 却 で き る 。 さ ら に 、 超 音 波 探 触 子 を 特 殊 構 造
に す る 必 要 が な い た め 、 広 く 普 及 し て い る 一 般 的 な 構 造 の 超 音 波 探 触 子 に 対 し て 適 用 で き
る 。
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【 ０ ０ ０ ６ 】
第 ２ の 観 点 で は 、 本 発 明 は 、 温 度 セ ン サ を 内 蔵 し た 超 音 波 探 触 子 と 、 上 記 構 成 の 超 音 波 探
触 子 保 持 装 置 と 、 前 記 温 度 セ ン サ で 検 知 し た 温 度 が 所 定 値 を 越 え た と き に 警 報 を 出 力 す る
温 度 警 報 手 段 を 内 蔵 し た 超 音 波 診 断 装 置 本 体 と を 具 備 し た こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 診 断 装
置 を 提 供 す る 。
上 記 第 ２ の 観 点 に よ る 超 音 波 診 断 装 置 で は 、 超 音 波 探 触 子 を 使 用 中 に 警 報 が 報 知 さ れ た ら
、 超 音 波 探 触 子 を 超 音 波 探 触 子 保 持 装 置 に 戻 せ ば 、 超 音 波 探 触 子 が 強 制 冷 却 さ れ る た め 、
超 音 波 探 触 子 の 過 度 の 温 度 上 昇 を 防 止 で き る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 、 図 に 示 す 実 施 の 形 態 に よ り 本 発 明 を さ ら に 詳 細 に 説 明 す る 。 な お 、 こ れ に よ り 本 発
明 が 限 定 さ れ る も の で は な い 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
図 １ は 、 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に か か る 超 音 波 探 触 子 保 持 装 置 １ ０ ０ の 一 部 破 断 正 面 図 で あ
る 。
こ の 超 音 波 探 触 子 保 持 装 置 １ ０ ０ は 、 超 音 波 診 断 装 置 （ 図 ２ の １ ０ ） に 接 続 さ れ た 超 音 波
探 触 子 １ １ を 保 持 す る た め の 超 音 波 探 触 子 保 持 部 １ ０ １ と 、 冷 却 水 が 循 環 し う る 冷 却 水 循
環 チ ュ ー ブ １ ０ ２ と 、 超 音 波 診 断 装 置 か ら 供 給 さ れ た 電 力 で 循 環 水 を 循 環 さ せ る 冷 却 水 循
環 ポ ン プ １ ０ ３ と 、 冷 却 水 が 持 つ 熱 を 放 熱 す る 放 熱 フ ィ ン １ ０ ４ と を 具 備 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
冷 却 水 循 環 チ ュ ー ブ １ ０ ２ の 一 部 は 、 超 音 波 探 触 子 保 持 部 １ ０ １ に 保 持 さ れ た 超 音 波 探 触
子 １ １ の レ ン ズ 面 １ １ ａ に 接 触 し う る 。 ま た 、 冷 却 水 循 環 チ ュ ー ブ １ ０ ２ の 他 の 一 部 は 、
放 熱 フ ィ ン １ ０ ４ に 熱 的 に 結 合 し て い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
ま た 、 超 音 波 探 触 子 １ １ は 、 温 度 セ ン サ １ １ ｂ を 内 蔵 し て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
図 ２ は 、 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に か か る 超 音 波 診 断 装 置 １ ０ の 模 式 図 で あ る 。
こ の 超 音 波 診 断 装 置 １ ０ は 、 超 音 波 探 触 子 １ １ と 、 超 音 波 診 断 装 置 本 体 １ ２ と 、 超 音 波 探
触 子 保 持 装 置 １ ０ ０ と を 具 備 し て い る 。
超 音 波 探 触 子 １ １ と 超 音 波 診 断 装 置 本 体 １ ２ と は 、 ケ ー ブ ル １ ３ お よ び コ ネ ク タ １ ４ を 介
し て 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
超 音 波 診 断 装 置 本 体 １ ２ は 、 超 音 波 探 触 子 １ １ の 温 度 セ ン サ １ １ ｂ で 検 知 し た 温 度 が 所 定
値 を 越 え た と き に 警 報 信 号 を 出 力 す る 温 度 警 報 回 路 １ ２ ａ と 、 警 報 信 号 に よ り 警 報 音 を 発
す る ブ ザ ー １ ２ ｂ と を 内 蔵 し て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
さ て 、 超 音 波 診 断 装 置 本 体 １ ２ に 接 続 さ れ た 超 音 波 探 触 子 １ １ を 動 作 さ せ て い る と 、 超 音
波 探 触 子 １ １ の 温 度 が 上 昇 す る 。 超 音 波 探 触 子 １ １ を 体 表 に 当 て て 診 断 す る よ う な 通 常 の
使 用 方 法 で は 、 自 然 放 熱 で 足 る た め 、 超 音 波 探 触 子 １ １ の 温 度 が 過 度 に 高 く な る こ と は な
い 。
【 ０ ０ １ ４ 】
と こ ろ が 、 強 い 超 音 波 パ ル ス を 連 続 送 信 し た り 、 超 音 波 探 触 子 １ １ を 体 内 に 挿 入 し て 診 断
す る よ う な 特 殊 な 使 用 方 法 で は 、 自 然 放 熱 で は 十 分 で な く な り 、 超 音 波 探 触 子 １ １ の 温 度
が 過 度 に 上 昇 し よ う と す る 。
す る と 、 温 度 警 報 回 路 １ ２ ａ は 、 超 音 波 探 触 子 １ １ の 温 度 セ ン サ １ １ ｂ で 温 度 が 過 度 に 上
昇 し よ う と し て い る こ と を 検 知 し 、 ブ ザ ー １ ２ ｂ を 駆 動 し て 第 １ の 警 報 音 を 発 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
第 １ の 警 報 音 に 気 付 い た 操 作 者 は 、 超 音 波 探 触 子 １ １ を 超 音 波 探 触 子 保 持 装 置 １ ０ ０ に 戻
す 。
す る と 、 超 音 波 探 触 子 １ １ の レ ン ズ 面 １ １ ａ が 強 制 水 冷 さ れ る た め 、 超 音 波 探 触 子 １ １ の
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温 度 が 急 速 に 下 が る 。 つ ま り 、 超 音 波 探 触 子 １ １ の 温 度 が 過 度 に 上 昇 す る こ と を 防 止 で き
る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
温 度 警 報 回 路 １ ２ ａ は 、 超 音 波 探 触 子 １ １ の 温 度 セ ン サ １ １ ｂ で 温 度 が 適 度 に 下 が っ た こ
と を 検 知 す る と 、 ブ ザ ー １ ２ ｂ を 駆 動 し て 第 ２ の 警 報 音 を 発 す る 。
第 ２ の 警 報 音 を 聞 い た 操 作 者 は 、 超 音 波 探 触 子 １ １ を 用 い て 診 断 を 再 開 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
以 上 の よ う に 、 上 記 超 音 波 探 触 子 保 持 装 置 １ ０ ０ お よ び 超 音 波 診 断 装 置 １ ０ に よ れ ば 、 超
音 波 探 触 子 １ １ の 温 度 が 過 度 に 上 昇 す る の を 防 止 す る こ と が 出 来 る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
な お 、 温 度 セ ン サ を 内 蔵 し て い な い 超 音 波 探 触 子 で は 、 例 え ば １ ０ 分 間 動 作 さ せ る 毎 に 超
音 波 探 触 子 を 超 音 波 探 触 子 保 持 装 置 １ ０ ０ に １ 分 間 戻 す 、 と い っ た 使 い 方 を す る こ と に よ
り 、 超 音 波 探 触 子 の 温 度 が 過 度 に 上 昇 す る の を 防 止 す る こ と が 出 来 る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
ま た 、 上 記 説 明 で は 水 冷 方 式 と し た が 、 空 冷 フ ァ ン を 用 い た 空 冷 方 式 と し て も よ い し 、 ペ
ル チ ェ 素 子 を 用 い た 半 導 体 冷 却 方 式 と し て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
【 発 明 の 効 果 】
本 発 明 の 超 音 波 探 触 子 保 持 装 置 お よ び 超 音 波 診 断 装 置 に よ れ ば 、 広 く 普 及 し て い る 一 般 的
な 構 造 の 超 音 波 探 触 子 で も 十 分 に 冷 却 で き 、 超 音 波 探 触 子 の 温 度 が 過 度 に 上 昇 す る の を 防
止 す る こ と が 出 来 る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に か か る 超 音 波 探 触 子 保 持 器 装 置 の 一 部 破 断 正 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に か か る 超 音 波 診 断 装 置 の 模 式 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ ０ 　 　 　 　 　 　 　 　 超 音 波 診 断 装 置
１ １ 　 　 　 　 　 　 　 　 超 音 波 探 触 子
１ １ ａ 　 　 　 　 　 　 　 レ ン ズ 面
１ １ ｂ 　 　 　 　 　 　 　 温 度 セ ン サ
１ ２ 　 　 　 　 　 　 　 　 超 音 波 診 断 装 置 本 体
１ ２ ａ 　 　 　 　 　 　 　 温 度 警 報 回 路
１ ２ ｂ 　 　 　 　 　 　 　 ブ ザ ー
１ ０ ０ 　 　 　 　 　 　 　 超 音 波 探 触 子 保 持 装 置
１ ０ １ 　 　 　 　 　 　 　 超 音 波 探 触 子 保 持 部
１ ０ ２ 　 　 　 　 　 　 　 冷 却 水 循 環 チ ュ ー ブ
１ ０ ３ 　 　 　 　 　 　 　 冷 却 水 循 環 ポ ン プ
１ ０ ４ 　 　 　 　 　 　 　 放 熱 フ ィ ン
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摘要(译)

要解决的问题：为防止超声探头的温度过度升高。 超声波探头保持装置
（100）包括：用于保持超声波探头（11）的超声波探头保持单元
（101）；冷却水可循环通过的冷却水循环管（102）；以及超声波诊
断。 设置有冷却水循环泵103，该冷却水循环泵103利用从装置提供的电
力使循环水循环，并且散热片104散发冷却水的热量。 [效果]例如，通过
每工作10分钟使超声波探头11返回到超声波探头保持装置100 1分钟，超
声波探头11的温度过度升高。 可以预防。 [选型图]图1
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